
検査室における治療前訪問の有用性の検討

ーパンフレットを用いた治療前訪問を実施して-

1 .はじめに

中央放射線部では、検査だけでなく様々な治療が

行われている。その大半は、侵襲の少ない局所麻酔

下でのカテーテル治療である。

昨年ステントグラフト留置術施行患者の治療前・

治療中の不安、苦痛について調査を行い、治療に臨

む患者が、「治療は上手くいくかJI痛くないか」な

どの不安在持ち、検査部門看護師による治療前訪問

を望んでいることが分かった。私達は、患者にとっ

て治療前訪問が治療の理解を深め、安心を与える効

果があるのではないかと考えた。そこで治療時聞が

比較的長時間で症例数も増加している治療に対し

て、パンフレットを用いた治療前訪問を実施し、有

用であるかを検討した。

2.研究方法

1)用語の定義

治療前訪問:予定治療の前目、患者に治療や麻酔に

関する情報提供を行い、質問に対し説明をする事を

意味する。(以下、訪問とする)

2)対象・期間

期間:平成 16年 5月 13日から 10月6日

対象:平成 16年8月2日から 10月5日の聞に骨盤・

下肢動脈血管拡張術者E受けた入院患者男性 14名

(初回・再治療を含む〉とした。

患者にはこの研究の主旨及び不利益を与えないこ

とを説明し同意を得た。

3)方法

(1) 患者アンケートを作成

不安については、どのようなことに不安をどの程

度感じているのかを知るために時間や痛み、造影剤

の副作用などの 12項目(以下アンケート①とする)

のアンケートを作成した。訪問については、看護師
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の訪問が有用なのかを知るために、「説明は十分で

あったかJI訪問はあった方が良いか」などの 8項

目(以下アンケート②とする)、パンフレットにつ

いてはパンフレットを用いることが良いかを知るた

めに、「読みやすかったかJI見やすかったか」など

の7項目(以下アンケート③とする)についての

アンケートを作成した。アンケートの回答は『全く

思わない』から「はっきりそう思う』の 4段階で 1

点から 4点の得点で測定した。

(2)研究手順

治療前後の訪問と治療中に立ち会う看護師を研究

者4名とし、患者の情報を統ーして得られる情報収

集用紙を作成した。

治療前日にアンケート①を行った後、私達が作成

したパンフレットを用いて治療室に入室してから退

室までの経過を説明した。説明後、再度アンケート

①在行った。治療翌日に訪問し、アンケート②③在

行った。

(3)分析方法

アンケート①については、患者 14名を A群(治

療経験あり):7名、 B群(治療経験なし):7名に

分けて、 12質問項目の説明前後の、回答点数の平

均値と標準偏差を測定した。また、 12質問項目の

説明前後の比較はウィルコクソン順位和検定を用い

て測定した。

アンケート②③については、回答点数の平均値と

標準偏差を測定した。

3.結果及び考察.

年齢層は 55~80 歳で、平均年齢は 70.6 :::!::: 6.93 

歳であった。アンケート回収率は 100%であった。

アンケート①の結果(図工 2) より、ウィルコク

ソン順位和検定を行うと、説明前後でそれぞれの項
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目 (p>0.05)に、不安の変化の有意差はみられ

なかった。

山賀らは、 1)Iある患者は『予告』されることによっ

て緊張が緩和し安心するが、他の患者は『予告』に

よってかえって不安が増長され緊張を高めることに

なる」と述べている。

A群は説明後、点数が低く (0.24土 0.19)なっ

ていたのは 9項目あり、 B群は説明後、点数が高く

(0.285士0.14)なっていたのは 8項目あった。 A

群は過去に治療の経験があったことが反映され、 B

群は訪問で初めて情報を得たことで、不安が増強し

たからではないかと考える。

1.どんt，;:醐Eなのか置になる

2描曙時間はどれ〈らいかかるのか

3局所時酔をする時摘〈ないのか

5カ子ーテルを挿入する時痛〈ないか

6.遺酷剤の副作用はないか

7泊檀中I:Jlが蝿〈ならないか

8浩暗中iこEが痛〈なったらどうしたらいいか

9.2-3時間、同じ聾軒で腰が痛〈なら立いか

10. Jlや体を動かしてもかまわないか

11泊嘩が上手〈い〈か

12揖壷峰、何時間〈らい安静にしているのか

図1. A群の説明前後のアンケート①の結果

tどんな郁.t.l由か蝿に牢る

Z 泊檀時聞はどれ〈らいかかるのか

3島所属酔をする時描〈立いのか

4周所高酔がどの〈らい効〈のか

5.カテーテル苦情入する時措くないか

6量酬の副作用!主主いか h醐醐圃圃面

7泊瞳中に足が痛くならないか
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9.2-3時間、閉じ揖揖で眼が痛〈ならないか

10. Jlや悼を動かしてもかまわないか

11摘曹が上手くい〈か 1・

12樟壷倍、何時間〈らい安静にしているのか

図2.B群の説明前後のアンケート①の結果

アンケート②の結果(図 3)は、全項目で 3.4:t 0.7 

点以上であった。その中でも「治療前の看護師の訪

問があって良かったJI看護師の訪問はあった方が

良いと思う」の項目で高い点数を示した。これは、

患者が訪問を望み支持する結果だと考える。訪問が

あったことで、「治療のことがよくわかったJI不安

がなくなったJI安心して治療を受けられた」の項

目においても高い点数を示した。このことから訪問

での説明により、治療については理解しやすく、不

安なことをその場で聞くことができたことで、安心

できたのではないかと考える。

永田らは 2)I術前患者は、手術室看護婦が単に不

十分な説明を補うのではなく、説明を含めた面接に

よって安心したいと望んでいる。」と述べている。

1肪聞した者圃師の臨甥で.治療のことがよ〈わかっ
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2 検査の観現は十分であった

3倹釜塞宥鰻飾の防間後は、不安がな〈なった

4 治療中は不安な気持ちにならな治、った

5肪問があったので、安心して治練を受けられた

6 治錬耐の宥霞簡の勧周があってよかった

7 倹董宣看績師の勧mはあった方が良いと思う

8治穫の前回にパンフレットを見るだけでは不安だ

図3.アンケート②の結果

アンケート③(図4)の結果は、全項目で 3.3土0.7

点以上であり、良い結果が得られた。これは、パン

フレットが訪問の説明をより理解しやすくするため

の効果的な方法だったと考える。

Tパンフレットは様みやすかった 1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111"

2パンフレツトは且やすかった 1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111113.5: 

3字の大きさは適当だった1I11111111111111111111111111111illiillllllllllllllllllllllllllllu35 : 

4 パンフレツトの帽i坦解できた mnnlllllllllllllllllllllillllllillllllllllllillIllUIIUlUl3..

6鎗や写真で惜のイメージができた 1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111113.' : 

6写真で検査室の十ジができた l山11剛 l目m酬11山川酬"刷附酬"山川酬"聞11

7.1<;:.'フレツトで治夜中のイメージができた 1111111111111111111111111111111111111111111111111111111113

図4.アンケート③の結果
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4.まとめ

不安については、説明前後での有意差はみられな

かったが、患者の不安に訪問が影響することは示唆

された。そして説明在行い直接不安や質問に対して

答えるという関わりが、私達が考えていたように、

患者の治療に対する理解を深め、安心を与える効果

を得られた。とのことからも、訪問が患者にとって

有用と言える。

割石は 4)1術前訪問老実施しないで看護老行う場

合は、何を基盤にして行動しているのかが問われる。

個別情報がなく患者との面識がなければ、ベッドの

工夫や急な術式の変更などの予測はできない。さら

には患者の不安な思いを深く理解できないととにな

る。看護には患者の個別情報は欠かせないことであ

り、対象者理解することは看護の基本である。」と

述べている。

今回の訪問を通して、私達は患者の情報を事前

に得ていること、面識があるととで、個々の患者に

合わせた看護を行うことができたと感じた。

このように感じたことから、治療前訪問は検査室看

護師にとっても、看護する上で重要であると考える。
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